
岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表 

令和 3年 4月 1日改正 

（令和 3年 4月 1日適用） 

① 第三者評価機関名 

NPO 法人 ぎふ福祉サービス利用者センター びーすけっと 

 

②施設・事業所情報 

名  称       ：  こうよう保育園 種 別         ：  保育所 

代表者（園長）：  長島徳子 定員（利用人数）： 30 名 

所在地       ：  〒507-0825 多治見市京町 6-13-2                        

TEL          ：   0572-26-7650 ホームページ   ：http://care-net.biz 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日   ：   平成 28 年 4 月 1 日 

経営法人・設置主体（法人代表） ：  社会福祉法人浩養会 (理事長 牛込進) 

職員数 常勤職員 ： 13 名 非常勤職員  ： 6 名 

専門職員 （専門職）      

   保育士    14 名  

   栄養士    2 名  

施設・設備 

概要 

（居室数） （設備等） 

保育室   3 室 

  

調乳室・調理室・沐浴室・事務室 

トイレ 2ヵ所 

 

③理念・基本方針（※転載） 

 

理念：「愛と奉仕」  

  子どもの豊かな未来を育むために、園児ひとりひとりをしっかり見つめた保育を行い、

子どもの成長を保護者の方と共に喜び分かち合う。 

 

基本方針 

・児童福祉法に基づき健全な心身の発達を図ることを目的とする。 

 ・子どもの最善の利益を考慮し専門的知識、技術および判断をもって保育を行う。 

 ・丈夫な身体・心身ともに健康な身体をつくる。 

・子ども達の「やりたい」という気持ちを大切にし、自主性を尊重する。 

・集団生活の中で友だちを大切にし、みんなと力を合わせ、思いやり・優しさ・楽しさを 

知り、大人になる上で大切な豊かな感情と調和のとれた子どもを育む。 

・自然や社会現象と積極的に関わり、いろいろなことに興味を持ち、自ら考えて答えを出

せる豊かな感性・自立心を育てる。 

 

http://care-net.biz/


④施設・事業所の特徴的な取組（※評価機関において記入） 

 

〇 外国人講師と触れ合い、言語を習得することに重きをおかず、生の英語を耳にしつつ異文

化を感じられる環境を提供している。     

〇 異年齢での遊びの時間や隣接する老人施設の利用者との交流を通して社会性を育む保育を

大切にしている。 

〇 園庭隣接の遊歩道を利用し、四季折々の自然を楽しみ、地域の商店や駅など目的地をめざ

しての散歩、川遊び、買い物体験など地域交流につなげている。 

〇 畑で野菜を育て、収穫し、みんなで食べる。野菜まるごと触れる。子どもの目の前で調理

する。など感覚を意識した食育を行っている。 

 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 
令和 4年 11 月 16 日（契約日） ～ 

令和 5年 2月 20 日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期） 初回 

 

⑥総評 

 

◇特に評価の高い点 

【保育の質】 

園で大切にしたい５つの方針を掲げ、保育者一人ひとりが、資格を持つプロとして「子ど

もの最善の利益」を考えた保育を心掛け、子どもが「主体的に動く」ための十分な観察と環

境設定や準備に努めている。園長のリーダーシップが機能し、職員が一丸となって保育の質

の向上をめざしている園である。 

 

【園の環境】 

建物は十分な広さはないが、クラス部屋は床暖房、汚染時の温水シャワーの設置、木製遊

具、絵本、大人向け書籍もある本コーナーなどの環境の中、整理整頓が行き届き、職員の意

見も積極的に取り入れ、知恵と工夫で子どもの「命を守る・ケガを防ぐ」と同時に「心を安

定させる・楽しむ」の保育姿勢を大切にしている。 

 

【保護者との関係】 

毎月のクラスだより、園だより、給食だよりは保護者と子どもの育ちを共有できる分かり

易い内容であり、保育姿勢も伝えている。都度、保護者へ必要な情報を丁寧に文書で発信

し、保護者の役割を明確にして衣類管理や毎日の健康管理を徹底し、保護者への協力に感謝

し信頼関係を作り上げている。行事後の保護者アンケートには園からのコメントを付けて報

告している。 

 



 

◇改善を求められる点 

【中長期計画の策定】 

園舎増改築の中長期計画の予算計画は策定されているので、その予算計画の基となってい

る中長期事業計画がわかる形での見える化に期待したい。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

 

第三者評価受審にあたり、改めて保育内容やマニュアル等の見直しを行うことができたた

めとても良い機会となりました。また、今の課題や思い描く未来についても、全てを明文化

することが大切だと学ぶことができ、他にも多くの気づきがありました。更に、園を利用さ

れる皆様と地域の方々のご理解があってこそ、安定した保育運営ができるのだと再認識し、

日々感謝して過ごしたいと改めて感じました。 

そして今回初めて評価いただいたことで、これまでの保育や運営の方向性に自信を持つこ

とができ、温かいお言葉が大きな励みとなりました。引き続き、一人一人の子どもや保護者

に寄り添う丁寧な保育実践を心がけてまいりますと共に、保育の質の向上を図りながら、規

模拡大へ向け職員一丸となって取り組みたいと思います。 

 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 


